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部耐火被覆t25

図示範囲（B-C通り間）の外壁ECP

を支持する間柱、梁、下地材

▢

部耐火被覆t25

図示範囲（4-5通り間）の外壁ECP

を支持する間柱、梁、下地材

▢

凡

例

CH=2500

-15
±0

上段:仕上げレベル (FLから)

下段:構造スラブレベル (同上)

特記なき限り  ±0/-15

水勾配を示す

天井高さを示す

コンクリート壁

ECP板

ALC板

上部ピクチャーレール:L=長さ

E

A

P:L=

TJ(T)

KT(KT)

SHTSA(TSA) LGS壁 耐火遮音壁A

(TS) は天井内のみの場合

LGS壁 準耐火壁

(T) は天井内のみの場合

LGS壁 片面耐火壁

(KT) は天井内のみの場合

LGS壁 一般遮音壁(スラブまで)

(仕上は仕上表による)

W▪W(S)

WG

S〈S〉 LGS壁一般壁 (〈S〉はスラブまで)

(仕上は仕上表による)

LGS壁 耐水壁((S) はスラブまで)

(仕上は仕上表による)

LGS壁 耐水遮音壁(スラブまで)

(仕上は仕上表による)

LGS壁 片面壁(片面張り・天井まで)

(仕上は仕上表による)

TSB(TSB) LGS壁 耐火遮音壁B

(TS) は天井内のみの場合

AL114 縦どい（アルミ製バンドレスタイプ）

特記なき限り 114
横引き型ルーフドレン

特記なき限り 125A

F

F

消

消+F
消火器ボックス一体型

屋内消火栓（設備工事）

屋内消火栓(設備工事)

消火器収納ボックス (埋込式)

(消火器は設備工事）

消火器収納ボックス (床置式)

(消火器は設備工事）

出入口側溝

上吊片引き戸（壁収納タイプ）

床点検口(600x600)

下部SUSタラップ6段

コーナーガードA

コーナーガードB

HD

屋上丸環

LGS壁 片面耐水壁

(仕上は仕上表による)

KWA
Pb6 壁補強B W600xH300

工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

一級建築士
構造設計一級建築士

NO.

NO.

設計番号

一級建築士 NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局 総務・施設整備課 【体育館】平面詳細図 その１ A047
1/100
1/200

滋賀県立高等専門学校
新築工事（第３工区）

334956
4756

工藤 征志木下 隆嗣

248486
4009

20240631-3

石井 康彦

272847

1階平面詳細図
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部範囲の2階床を支える梁全て：

ルーバー天井内は耐火塗料、

特記なき限り耐火被覆t25

▢
H

H

I

I

5,500500

5,500500

外
壁

芯
外

壁
芯

外壁芯

外壁芯

カゴ付

点検タラップ

AL114

AL114

E

E
E

E
E

E E

木
化
粧

壁
木

化
粧

壁
木

化
粧

壁
木

化
粧

壁

木
化
粧

壁

凡

例

CH=2500

-15
±0

上段:仕上げレベル (FLから)

下段:構造スラブレベル (同上)

特記なき限り  ±0/-15

水勾配を示す

天井高さを示す

コンクリート壁

ECP板

ALC板

上部ピクチャーレール:L=長さ

E

A

P:L=

TJ(T)

KT(KT)

SHTSA(TSA) LGS壁 耐火遮音壁A

(TS) は天井内のみの場合

LGS壁 準耐火壁

(T) は天井内のみの場合

LGS壁 片面耐火壁

(KT) は天井内のみの場合

LGS壁 一般遮音壁(スラブまで)

(仕上は仕上表による)

W▪W(S)

WG

S〈S〉 LGS壁一般壁 (〈S〉はスラブまで)

(仕上は仕上表による)

LGS壁 耐水壁((S) はスラブまで)

(仕上は仕上表による)

LGS壁 耐水遮音壁(スラブまで)

(仕上は仕上表による)

LGS壁 片面壁(片面張り・天井まで)

(仕上は仕上表による)

TSB(TSB) LGS壁 耐火遮音壁B

(TS) は天井内のみの場合

AL114 縦どい（アルミ製バンドレスタイプ）

特記なき限り 114
横引き型ルーフドレン

特記なき限り 125A

F

F

消

消+F
消火器ボックス一体型

屋内消火栓（設備工事）

屋内消火栓(設備工事)

消火器収納ボックス (埋込式)

(消火器は設備工事）

消火器収納ボックス (床置式)

(消火器は設備工事）

出入口側溝

上吊片引き戸（壁収納タイプ）

床点検口(600x600)

下部SUSタラップ6段

コーナーガードA

コーナーガードB

HD

屋上丸環

LGS壁 片面耐水壁

(仕上は仕上表による)

KWA
Pb6 壁補強B W600xH300

工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

一級建築士
構造設計一級建築士

NO.

NO.

設計番号

一級建築士 NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局 総務・施設整備課 【体育館】平面詳細図 その２ A048
1/100
1/200

滋賀県立高等専門学校
新築工事（第３工区）

334956
4756

工藤 征志木下 隆嗣

248486
4009

20240631-3

石井 康彦

272847

キャットウォーク階平面詳細図ブドウ棚平面詳細図
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WB

工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

一級建築士
構造設計一級建築士

NO.

NO.

設計番号

一級建築士 NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局 総務・施設整備課 【体育館】展開図 その1 A049
1/100
1/200

滋賀県立高等専門学校
新築工事（第３工区）

334956
4756

工藤 征志木下 隆嗣

248486
4009

20240631-3

石井 康彦

272847

展開

a

bd

c

方向

放送室

ⓐ展開図

放送室

ⓑ展開図

放送室

ⓒ展開図

放送室

ⓓ展開図

控室

ⓐ展開図

控室

ⓑ展開図

控室

ⓒ展開図

控室

ⓓ展開図

器具庫

ⓐ展開図

器具庫

ⓑ展開図

器具庫

ⓒ展開図

器具庫

ⓓ展開図

教員室

ⓐ展開図

教員室

ⓑ展開図

教員室

ⓒ展開図

玄関ホール

ⓓ展開図

玄関ホール

ⓒ展開図

玄関ホール

ⓐ展開図

下足スペース

ⓐ展開図

下足スペース

ⓑ展開図

下足スペース

ⓒ展開図



1FL

1,950

3
,
8
5
0

(
C
H
=
3
,
0
0
0
)

1
,
0
2
5

H
=
1
,
9
7
5

23456

6,259.5 8,000 400 7,600 6,000

有効900 有効900 有効900(
C
H
=
3
,
0
0
0
)

屋内消火栓

(設備工事)

消火器

(設備工事)

6
08
5

H
=
2
,
1
0
0

8
1
5

H
=
2
,
1
0
0

9
0
0

H
=
2
,
1
0
0

9
0
0

H
=
2
,
1
0
0

9
0
0

H
=
2
,
1
1
5

8
8
5

三方枠

三方枠

H
=
2
,
1
0
0

9
0
0

ピクチャーレール

2 3 4 5 6

6,259.58,0004007,6006,000

(
C
H
=
3
,
0
0
0
) 9
3
5

H
=
2
,
0
6
5

6
0

3,600

1
,
1
0
0
1
,
0
0
0

9
3
5

H
=
2
,
0
6
5

掲示板

1FL

軒高

建物高さ

CDEFG

5,750 6,000 6,000 6,000 6,000 4,550

3
2
5

F FF F

屋内消火栓 (設備工事)のうえ

下地合板12+天然木化粧合板12 木化粧壁

1
0
0

2
,
0
0
0

7
0
0

バスケットゴール バスケットゴール

6
0
0
6
0
0 2,000

1,0001,000

木ガラリ 木ガラリ

4
,
0
0
0

1
,
1
0
5
1
,
0
7
0
1
,
1
5
0

5
5
0

メンテナンス手摺B

3
8
0

7
0
0

5
5
0

23456

500 6,000 8,000 8,000 5,600 400

木化粧壁

H
=
2
,
0
6
5

4
3
5

1
0
0

1,0001,000

メンテナンス手摺B

2
,
0
0
0

1
,
9
0
0

7
0
0
3
8
0

バスケットゴール

バスケットゴール バスケットゴール

1FL

軒高

建物高さ

C D E F G H

4,550 6,000 6,000 6,000 6,000 5,750 250

3
2
5

F

屋内消火栓 (設備工事)のうえ

下地合板12+天然木化粧合板12

有効900

木化粧壁

バスケットゴールバスケットゴール 木ガラリ木ガラリ

1
0
0

2
,
0
0
0

7
0
0
6
0
0
6
0
0

1,0001,000

2,000

4
,
0
0
0

1
,
1
0
5
1
,
0
7
0
1
,
1
5
0

メンテナンス手摺B

7
0
0
3
8
0

5
5
05
5
0

2 3 4 5 6

400 5,600 8,000 8,000 6,000 500

1
,
0
0
0

1,000

舞台框

木化粧壁 木化粧壁

1
,
3
0
0

5
,
0
0
0

14,000

収納台車

木製三方枠

1
,
6
0
0

時計(別途工事)

時計用フック(本工事)

下地(壁内)S-PL t2.3 1000×1000

校歌額(別途工事)

額固定金物用下地(本工事)

下地(壁内)S-PL t2.3 3000×2000

H
=
2
,
1
0
0

2
,
6
0
0

2
,
6
0
0

2
,
0
0
0

1
0
0

H
=
2
,
1
0
0

1,0001,000

1
,
0
0
0

3,000

2
,
0
0
0

木化粧壁

バスケットゴール

バスケットゴールバスケットゴール

工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

一級建築士
構造設計一級建築士

NO.

NO.

設計番号

一級建築士 NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局 総務・施設整備課 【体育館】展開図 その2 A050
1/100
1/200

滋賀県立高等専門学校
新築工事（第３工区）

334956
4756

工藤 征志木下 隆嗣

248486
4009

20240631-3

石井 康彦

272847

展開

a

bd

c

方向

廊下

ⓐ展開図

廊下

ⓑ展開図

廊下

ⓓ展開図

体育室

ⓐ展開図

体育室

ⓑ展開図

体育室

ⓒ展開図

体育室

ⓓ展開図

スラブ下

仮想天井高



1

A

2

3

BCD

4

5

6

EFGHI

2'

G' B'

3
2
,
5
0
0

5
0
0

4
,
0
0
0

5
0
0

6
,
0
0
0

8
,
0
0
0

8
,
0
0
0

6
,
0
0
0

5
0
0

5003,5005007,0006,0006,0006,0006,0005005,5005,500500

46,500

放送室
CH=2,300

階段B
CH=（3,000）

廊下1-1
CH=(3,000）

体育室
CH=(7,500)

控室
CH=2,300

器具庫
CH=2600

ステージ

玄関

ホール
CH=3,000

下足

スペース
CH=3,000

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ

ﾄｲﾚ
CH=2,500

女子トイレ
CH=2,500

男子更衣室
CH=2,500

女子更衣室
CH=2,500

EPS1

PS

PS

階段A
CH=（3,000）

教員室
CH=2500

b

e

e

e

e

e

g

b

a

c

f

c

c

男子トイレ
CH=2,500

c
PS

CH=2,500
洗濯室

B.B

c

b

外
壁

芯
▼

外
壁

芯
▲

外壁芯▼

外壁芯▲

e

B
.
B

B
.
B

B
.
B

B
.
B

C.B

C.B

C
.
B

P.R
L=3200

P.R
L=3800

Pb1

Pb1

Pb1

Pb3

Pb4

Pb5

Pb3

廊下1-2
CH=(3,000)

ff

f

CH=2,500
SK

d

d

d

d

d

h

h

h

h

Pb2

Pb2

CH=OOO  天井高を示す

(CH=OOO) 仮想天井高を示す

■ 天井仕凡例

a

b

c

直天井:SOP

直天井

天井グラスウールボード張 d

e

f

GB-D9.5

野縁ルーバー＋スラブ下GW-B（暗色）

DR9

■ 天井雑物凡例

B.B

C.B

ブラインドボックス

カーテンレール

カーテンボックス

P.R ピクチャーレール

シャッターボックスS.S

C.R

g 軒天 FK8 + EP-G Pb1 壁補強B W300xH900

Pb2 壁補強B W300xH300

Pb3 壁補強B W600xH1600

Pb4 壁補強B W600xH600

Pb5 壁補強B W1900xH1000h GB-S12.5 + EP-G（見え掛り鉄部すべて）SOP

ルーバー天井内の鉄部は全てSOP塗装（耐火被覆範囲を除く）

工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

一級建築士
構造設計一級建築士

NO.

NO.

設計番号

一級建築士 NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局 総務・施設整備課 【体育館】1階天井伏図 A051

滋賀県立高等専門学校
新築工事（第３工区）

334956
4756

工藤 征志木下 隆嗣

248486
4009

20240631-3

石井 康彦

272847

1階天井伏図



Ｆ－１４－１

１／５

打増し寸法は、15mm－仕上材厚さ

（
打

増
し

）

仕上材

FL

SL 1
5

仕上材

ビニル床シート・ビニル床タイル
塗床・防塵塗装

FS-A、FS-B、FS-C、KT、リノリウムシート

下　地 コンクリート直均し仕上げ

合成樹脂塗床A、合成樹脂塗床B、防塵塗装

Ｆ－１４－６

１／５
タイルカーペット
（全面接着工法）

カーペット敷

工　法

下　地 コンクリート直均し仕上げ

FL

SL

1
5

カーペット敷

打増し寸法は、15mm－仕上材厚さ

（
打

増
し

）

TCP-A、TCP-B

TCP-A、TCP-B

Ｆ－２１－１

１／５床見切り

見切目地

FL

SL 1
5

梁天端

見切目地

足金物 @300

記入なければステンレスSUS304 4×12 No.2B 仕上

無収縮モルタル詰

打増し寸法＋仕上で、15ｍｍとする

（
打

増
し

） (
3
0
)

6
0 6
0

ビニル巾木 １／５

仕　様

(床タイルカーペット仕上の場合)

ビニル巾木 VB

VB

D13 @200 タテヨコ

コンクリート直均し仕上げ

差し筋 D13 @200
(防水層の無い場合)

平面･縦･出隅面取り

面取

2-D13

1-D13

H

10

W×L

機械基礎B（屋内）
１／２０

仕　上 コンクリート直均し仕上げ

配  筋 配筋は構造図による

機械基礎A（屋内）

面取

3-D19

D10　@200

D10@1,000

3-D19

直均し仕上げ

□-D13@200

H

W×L

コンクリート

巾止め筋

機械基礎A 機械基礎B

種　別 機械基礎A：H＜500の場合に適用 機械基礎B：500≦Hの場合に適用

ステンレス巾木 厚さ0.8ｍｍ　SUS304製既製品

Ｆ－３５－３

H寸法 記入がなければ60ｍｍとする

１／５

H

ステンレス巾木　接着張り

ステンレス巾木
（接着張り）

SUS

SUS304 6×25

1
9

6 5

6
5

W
5

6 5 L 5 6

6

縁金物

アンカー
PL-2.3×25
@400

金属マット(本工事)

寸　法 2000×2900

マットスペース １／５,１／１０

Ｖ－２１－１

[廊下1-1]

2
3

4

LGS 耐火遮音壁 A

普通硬質せっこうボード

強化せっこうボード
厚9.5（両面）

厚12.5（両面）

9
.
5

1
2
.
5

t
1

1
2
.
5

9
.
5

継目処理

１／５

1時間耐火構造

TSA

t
2

FP060NP-0473-1(1)

SOI-0170-1　（遮音性能　TLD-44程度）遮音構造

吉野石膏「ハイパーウォールＺ-Ｔ」又は同等以上

軽鉄下地（千鳥配置）

FL

スラブ下

ランナー

H

四周処理材

H≦3700の場合
スタッド75型　t1=90　t2=134
3700＜H≦4200の場合
スタッド90型　t1=100　t2=144（体育館）

(TSA)

(TSA)は天井内のみの場合

4200＜H≦5500の場合
スタッド100型　t1=110　t2=154（実習実験棟1-8通）
高壁用下地工法
桐井製作所「SQ-POWERBAR」又は同等品

　　　　　　　　　　　　　　（実習実験棟8-12通）

H≦3700の場合
スタッド75型　t1=90　t2=134

3700＜H≦4200の場合
スタッド90型　t1=100　t2=144(体育館)

LGS 耐火遮音壁 B

普通硬質せっこうボード

強化せっこうボード
厚9.5（両面）

厚12.5（両面）

9
.
5

1
2
.
5

t
1

1
2
.
5

9
.
5

継目処理

１／５

1時間耐火構造

グラスウール充填

TSB

(24kg/m3 t50)

t
2

FP060NP-0473-1(2)

SOI-0170-1　（遮音性能　TLD-52程度）遮音構造

吉野石膏「ハイパーウォールＺ-ＷＩ」又は同等以上

軽鉄下地

FL

スラブ下

ランナー

H

グラスウール充填

四周処理材

（千鳥配置）

(TSB)

(TSB)は天井内のみの場合

4200＜H≦5500の場合
スタッド100型　t1=110　t2=154（実習実験棟1-8通）
高壁用下地工法
桐井製作所「SQ-POWERBAR」又は同等品

― １／５

上張りボード

軽鉄下地
GB-R 12.5

目地処理

目地処理 突付V目地工法

下張りボード

GB-R 9.5

LGS壁　一般壁（片面）

＜一般壁＞

上張りボード

軽鉄下地
GB-S 12.5

目地処理

下張りボード

FK6

＜耐水壁＞WAの場合

範囲 平面詳細図でSの表記ある場合は、上階スラブまで

LGS 片面耐火壁

強化せっこうボード

継目処理

厚21（片面）

t
1

FL

スラブ下

四周処理材

ランナー

H

H≦4000の場合
スタッド65型　t1=65　t2=107
4000＜Hの場合
スタッド90型　t1=90　t2=132

強化せっこうボード
厚21（片面）

2
1

2
1

１／５

吉野石膏「Sウォール標準仕様」

1時間耐火構造

軽鉄下地

KT
(KT)

FP060NP-0454

(KT)は天井内のみの場合

t
2

SH １／５LGS 一般遮音壁

t
1

下張ボード

t
2

下張ボード

上張ボード

グラスウール 24kg/ｍ3 厚50

継目処理(せっこうボード張りに準ずる)

2
2

2
2

軽鉄下地

GB-R-H 9.5上張ボード

GB-R 12.5

H≦4000の場合
スタッド65型　t1=65　t2=109 (2～3F)
4000＜Hの場合
スタッド90型　t1=90　t2=134 (1F)

範囲 上階スラブまで

LGS 耐水壁、LGS 耐水遮音壁 １／５WA・WA(S)

けい酸カルシウム板　厚6

下地ボード
シージングせっこうボード　厚12.5

軽鉄下地

3

目地底専用テープ張り
ボード小口塗装

出隅部はすべてアルミ見切材（F-BE）

t
1

t
2

6
1
2
.
5

H≦4000の場合
スタッド65型　t1=65　t2=102 (2～3F)
4000＜Hの場合
スタッド90型　t1=90　t2=127 (1F)

6 1
2
.
5

耐水遮音壁のみ
グラスウール充填
(24kg/m3 t50)

LGS 耐水遮音壁（上階スラブまで）

LGS 耐水壁（平面詳細図にSの表記がある場合は、上階スラブまで）WA・WA(S)

WG

WG

LGS 耐火壁 １／５

普通硬質せっこうボード

軽鉄下地

強化せっこうボード
厚9.5（両面）

厚12.5（両面）

9
.
5

1
2
.
5

t
1

1
2
.
5

9
.
5

t
2

FL

スラブ下

ランナー

H

継目処理

T

1時間耐火構造 FP060NP-0473-1(1)

吉野石膏「ハイパーウォールＺ」又は同等以上

四周処理材

H≦4000の場合
スタッド65型　t1=65　t2=109 
4000＜Hの場合
スタッド90型　t1=90　t2=134 

(T)

（T）は天井内のみの場合

コンクリート直均し仕上

増打寸法は、記入がなければ15mmとする。

仕　上 金ごて仕上

SL1
5

（
増

打
）

コンクリート直均し

１／５

FL

Ｆ－３１－３

6
0

入
隅
処
理

ジョイナー

１／５
床材立上（軽鉄下地壁）
ビニル床シートの場合

軽鉄下地
下張りボード 

ジョイナー

床シート立上げ

ポリ塩化ビニル製既製品　

適用 仕上表による（巾木：床材立上）

壁が耐火間仕切壁、耐水壁、耐水遮音壁の場合は、普通硬質石膏ボードt9.5増張り＋仕上材とする

耐火間仕切壁
耐水壁
耐水遮音壁

仕上ﾎﾞｰﾄﾞ（壁が耐火間仕切等の場合は、

普通硬質石膏ボードt9.5増張り＋仕上材）

内部部分詳細図 その１
ー
ー

縮尺　A1:

図面番号

　　　A3:

設計番号 工事名称

図面名称

縮尺　A1:

図面番号

一級建築士 NO.

　　　A3:

20240631-3

272847

石井 康彦

公立大学法人

木下 隆嗣

一級建築士 NO.248486
構造設計一級建築士 NO.4009

工藤 征志

一級建築士 NO.334956
設備設計一級建築士 NO.4756高専開設準備局　総務・施設整備課

滋賀県立大学
新築工事(第３工区)
滋賀県立高等専門学校

1
0
0

アルミ見切縁

仕上ﾎﾞｰﾄﾞ（壁が耐火間仕切等の場合は、

LGS下地

Ｒ巾木の上､塗装立上げ H=100

Ｒ面木

下地:FK6

１／５

アルミ見切縁 アルミt2.5曲げ加工　A-BE　糸面10mm＋10mm＋20mm

Ｒ面木 塩化ビニル樹脂製

軟質ポリエステル樹脂製Ｒ巾木

床材立上（軽鉄下地壁）
塗床の場合

普通硬質石膏ボードt9.5増張り＋仕上材）

耐火間仕切壁
耐水壁
耐水遮音壁

壁が耐火間仕切壁、耐水壁、耐水遮音壁の場合は、普通硬質石膏ボードt9.5増張り＋仕上材とする

１／５

1
5

石上框

材　種・寸　法

4
0

ビニル床タイル

10

100

5

2
5

1
5

5

特記なき限り　花崗岩JPとする

2
0

石巾木 1/5

Ｈ寸法 Ｈ寸法は記入がなければ100ｍｍとする

2
0

Ｈ

床仕上

下地ボード

仕上ボード

(5) 糸面取り

仕　上 特記なき限り　花崗岩JPとする

記入がなければ60mmとする

記入がなければ5mmとする

Ｈ寸法

Ｆ－３３－３

Ｈ

１／５

木製幅木・仕上

木製幅木

床仕上材

パッキング

壁  合板・ボード張り

床 仕上材

目地幅

木製幅木 厚22

目
地

幅

WB

天然木(ホワイトメープル)練付化粧合板

１／１０

〈鉄骨梁直下〉

C-60×30×10
×2.3mm

鉄鋼梁

耐火被覆材

シーリング

耐火ボード

ランナー

LGS耐火遮音壁,LGS耐火壁,LGS片面耐火壁

鉄骨梁下取合い

〈鉄骨梁横〉

C-60×30×10
×2.3mm

鉄鋼梁

耐火被覆材

シーリング

耐火ボード

ランナー

耐火被覆材

耐火被覆材 ﾙｰﾊﾞｰ天井内：耐火塗料、ﾙｰﾊﾞｰ天井外：耐火被覆t25（１時間）

A052

LGS 準耐火壁 １／５

せっこうボード

軽鉄下地

せっこうボード
厚9.5（両面）

厚12.5（両面）

9
.
5

1
2
.
5

t
1

1
2
.
5

9
.
5

t
2

FL

スラブ下

ランナー

H

継目処理

TJ

45分準耐火構造 平12年建告第1358号に準じた仕様

H≦4000の場合
スタッド65型　t1=65　t2=109
4000＜Hの場合
スタッド90型　t1=90　t2=134

(TJ)

（T）は天井内のみの場合

四周処理材

1
5

増打寸法は、記入がなければ15＋2.5ｍｍとし、2.5ｍｍ研磨

仕　上 コンクリート研磨仕上の上、表面硬化剤塗布

@2ｍ以内に1ヶ所ずつ入れること

1
2

コンクリート研磨仕上げ(2.5mm研磨後=FL）
表面硬化剤

2
.
5

深　さ 表面2.5ｍｍ研磨後に、表記の床レベルとする

SL

（
増

打
）

見切目地 カッター目地（床研磨の後、カッターを入れること）

FL

コンクリート研磨仕上
＋表面強化剤塗布

１／５

カッター目地 

下　地 コンクリート直均し仕上

60 12

H6

1
0 床仕上

上り框

パッキン材 @600

H寸法 （H寸法は100～130程度とする）

仕上材

１／５

仕上材

ラワン合板 厚5.5（Ｉ類）

構造用合板 厚12

根太60×60 @300

くさび飼いとめ釘打ち接着止め

あと施工アンカーM10 @1200以内及び材端

(全周）

くさび防腐処理

防蟻処理

（全周）

根太防腐処理

木製床組

FS-C

100

材種 上り框：ナラ集成材UC



グラスウール

Ｗ－１５－３

25･50

2
5
･
5
0

１／５

32kg／m3  品とする

グラスウール仕上げ

天井・グラスウール
ガラスクロス額縁張り

留め付け材

壁・グラスウール

見切縁 硬質塩ビ製

カールプラグ

ガラスクロス額縁張り

H

梁

樹脂製プラグ＠300程度
端あき150以下

断面

床面

梁型・グラスウール
ガラスクロス額縁張り

H寸法 記入がなければ、機械室系H=1300、電気室系H＝100とする

デッキ床取合い

LGS耐火遮音壁,LGS耐火壁,LGS片面耐火壁
１／１０

210210

7
5

ランナー

H

グラスウール充填

四周処理材

PL-2.3にて塞ぎデッキ

両面：適用のLGS壁と同材

LGS壁

LGS耐火遮音壁,LGS耐火壁,LGS片面耐火壁

FL FL

ﾃﾞｯｷ方向とLGS壁が直交する場合 ﾃﾞｯｷ方向とLGS壁が平行の場合

7
5

ロックウール充填デッキ

ロックウール充填(厚さ50　24kg/㎥)＋適用のLGS壁と同材（両面）デッキ塞ぎ

3
5

継目処理（平滑処理）

せっこう系
直張り用接着材

ジョイントコンパウンド

ボード周辺　    　 150～200

壁(床上1,200以上)  250～300

腰壁(床上1,200迄)  200～250

接着材の間隔

6
0

2
5

断熱材ありの場合断熱材なしの場合

仕上ボード下地ボード

仕上ボードがけい酸カルシウム板の場合も本図に準ずる

せっこうボード直張り
（コンクリート下地GL工法二重張り）

１／５

継目処理

接着材

突付けＶ目地工法

せっこうボードの製作所の製品とする

下張りボード 下地共不燃の場合は厚12.5とする

65

あと施工アンカー

コーナーガード

35

3
5

木製 

4
0

1
7
.
5

1
2
.
5

9
.
5

40

9.517.5 12.5

R20

面取り加工

1
2
.
5

12.5

コーナーガードB

FL

巾木

１／２

材種 コーナーガードA：タモ材 SOP塗装、B：樹脂塩化ビニル既製品

H1800H寸法

コーナーガードA

SOP塗装

コーナーガードA コーナーガードB

［コーナーガードB］　製造所：ナカ工業「NPC-6565V」又は同等品

Ｗ－１４－９

内壁ボード張り伸縮調整目地（ＬＧＳ下地） １／２

ポリ塩化ビニル製既製品　壁長4000mm内外毎に設置伸縮調整目地

3伸縮調整目地3 33

クロス張り 塗装仕上

伸縮調整目地

建具枠上部

クロス

仕上ボード

下張りボード

塗装仕上

仕上ボード

下張りボード

伸縮調整目地

伸縮調整目地部クロスは差し込む

拡大図

40

Ｗ－２１－１

仕　上

ロックウール 80kg/m3 品

サッシ塞ぎ １／５

10 10

2
0

サッシ方立

ロックウール充填

PL-1.6

PL-1.6加工

PL-2.3加工 片面より皿ビス止めW
(
2
4
0
)

W寸法 木膳板と同寸法

SOP

内部部分詳細図 その２
ー
ー

縮尺　A1:

図面番号

　　　A3:

設計番号 工事名称

図面名称

縮尺　A1:

図面番号

一級建築士 NO.

　　　A3:

20240631-3

272847

石井 康彦

公立大学法人

木下 隆嗣

一級建築士 NO.248486
構造設計一級建築士 NO.4009

工藤 征志

一級建築士 NO.334956
設備設計一級建築士 NO.4756高専開設準備局　総務・施設整備課

滋賀県立大学
新築工事(第３工区)
滋賀県立高等専門学校

１／２ボード化粧目地

化粧目地 ポリ塩化ビニル製既製品

化粧目地

LGS下地

仕上ボード（素地）

下張りボード

EP

木化粧壁

仕上

2
4

2
7

5
5

1
0
5

5

ウレタン系UVクリア塗装

樹種 天然木(ホワイトメープル)練付化粧合板 t=12

5

断面

姿

天然木化粧合板
t=12

木胴縁 27×42
縦横とも ＠450 内外

目地底塗装

目透かし貼り

目地幅 W=5(縦・横とも)

せっこうボード厚12.5

せっこうボード厚9.5

木胴縁 不燃材

下地合板 t=12

１／５ 木毛セメント板

仕上

2
3
3
2
.
5

5
5
.
5

5

EP塗装

仕上ボード 木毛セメント板 t15

5

断面

姿

木毛セメント板 t15
EP

目地底塗装

目透かし貼り

目地幅 W=5(縦・横とも)

ケイカル板 t=8

下地ボード ケイカル板 t=8

１／５

5 25

5
25

目地底塗装

5 25

5
25

目地底塗装

有孔板(平面)

木化粧壁(平面)

天然木化粧練付材 UC塗装

5 25

5
25

目地底塗装

UC塗装

断面

出隅見切

目地底 EP塗装

適　用 木化粧壁、木毛セメント板壁

※鋭角端部の場合も本図に準ずる

天然木化粧練付材

糸面取

樹種 天然木(ホワイトメープル)練付化粧合板

１／５

51

525

糸面取

目地底塗装

天然木化粧練付材 
UC塗装

木化粧壁(平面)

仕上げボード

木化粧壁

27
12

12

35

断面

下り壁見切縁

目地底 EP塗装

適　用 木化粧壁、木毛セメント板壁

※鋭角端部の場合も本図に準ずる

2
5

5

50 5
米栂積層材 25×50

下り壁見切縁：

12 12

木化粧壁

1
2

1
2

木下地：40×25

下地合板 t=12
天然木化粧合板 t=12

目地底塗装

目地底塗装

UC塗装

木化粧壁：

１／５ 木製三方枠 １／１０

木製三方枠：

2
5

10

800

45

木化粧壁

1
2

下地合板 t=12

天然木化粧練付材 25×800 UC塗装

目地底 EP塗装

樹種 天然木(ホワイトメープル)練付化粧合板

LGS

5

目地底塗装 目地底塗装

平面・断面

GB-R12.5+9.5
の上EP

仕上 特記なき場合は、UC塗装

木製見切枠 １／１０

目地底 EP塗装

樹種 天然木(ホワイトメープル)練付化粧合板

仕上 特記なき場合は、UC塗装

断面

見掛りすべてSOP塗装

大梁・小梁・柱・鉄部：

1
0

1
0

(260)

木化粧壁

木製見切枠：

天然木化粧練付材 t=25×図示(D=235) 
UC塗装もしくはEP-G

2
5

5

目地底塗装

GB-R-H9.5の上EP GB-R12.5+9.5の上EP

LGS

目地底塗装

断面

木床見切縁

樹種 天然木(ホワイトメープル)練付化粧合板

目地底 EP塗装

12 12

下地合板 t=12
天然木化粧合板 t=12

木化粧壁：

床仕上げ

1
5 2
0

5

65 55

3
0

天然木化粧練付材 UC塗装
木床見切縁：

目地底塗装

もしくはEP-G

仕上 特記なき場合は、UC塗装

１／５

1
,
1
0
0

メンテナンス手摺 １／１０

支柱ピッチ @1000内外で均等割りとする

断面

1
6
5

(175)

1
5
0

1
5

手摺天端：FB-40×9

支柱：FB-40×9
（@1,000）

横桟：FB-40×9

横桟：FB-40×9

3
7
0

3
6
5

3
6
540

L=150
St L-50×50×6

L=150
St L-50×50×6

正面

鉄骨梁がある場合 鉄骨梁がある場合

鉄骨梁 鉄骨梁

断面

1
6
5

(175)

1
5
0

1
5

40

150×150×12t
打込みPL：

正面

鉄骨梁がない場合 鉄骨梁がない場合

1
2

FB-6×38 L=90

D-φ13 9055 55

200

6
0

6
0

30 90 30

150

FB-6×38 L=90

11020 20

150

150×150×12t
打込みPL：

D-φ13

仕上 鉄部見掛り SOP塗装

A053

機器スペース

木ガラリ

仕上(見隠れ) EP塗装(暗色系)

１／２０

目地底塗装

5
2
5

W寸法 図示

375

木ガラリ：天然木 UC塗装

1
4
2
5

1
4

2
3

2
5

25×60 @50

木ガラリ：天然木 UC塗装
25×60 @50

12.5
25

12.5
25

50
420

木枠

EP塗装(暗色系)

木胴縁 EP塗装(暗色系) 25×30 @900内外

木枠

仕上(見掛り) 天然木(ホワイトメープル)練付化粧合板

取り外せる仕様とし、落下防止SUSワイヤーφ3.0-L1.0m(暗色塗装)を設置

木化粧壁

断面

Ｗ－２２－４

１／５入隅取り合い

下張りボード

仕上ボード 記入がなければ硬質せっこうボード 厚9.5とする 

記入がなければせっこうボード 厚12.5とする 

内壁伸縮目地 ポリ塩化ビニル製既製品（クロス張り又は塗装仕上）

軽鉄下地

仕上ボード

下張りボード

内壁伸縮目地

内壁伸縮目地

軽鉄下地

仕上ボード

内壁伸縮目地

内壁伸縮目地

一枚張り 二枚張り

LGS下地

LGS下地LGS下地

LGS下地

下張りボード

仕上ボード

Ｗ－２２－１

壁ボード仕上げ出隅取り合い

（記入がなければ、硬質せっこうボード 厚9.5）

（記入がなければ、せっこうボード 厚12.5）

１／２

下張りボード

仕上ボード

コーナー保護金物の上
ジョイントコンパウンド塗り

仕上ボード

軽鉄下地

継目処理（平滑処理）
ジョイントコンパウンド

下地ボード

仕上ボード

下地ボード

目地底・小口共 塗装

せっこうボード張り
（軽鉄下地二重張り）

１／５

仕上ボードがけい酸カルシウム板の場合も本図に準ずる

継目処理 突付けＶ目地工法

3

一般部

縦目地部

軽鉄下地

硬質せっこうボード　厚9.5

下張ボード
せっこうボード　厚12.5

継目処理（平滑処理）
ジョイントコンパウンド

軽鉄下地

AutoCAD SHX Text
断熱材



（下地張り無し）
ボード張り（天井）

１／５

5

突付け

目すかし

テープ又は塗装

糸面取り

目すかし張り けい酸カルシウム板

突付け張り 化粧せっこうボード、ロックウール化粧吸音板シングル張

記入がなければ両端部とも同材側板付きとする

適　用 GB-D9.5、DR9

25

H

W×H

記入がなければ両端部とも同材側板付きとする

W=                       H=

見え隠れ鉄部はすべて防錆塗装とする（軽鉄下地を除く）

カーテンボックス １／５

W
1
0

インサート

吊りボルト @900程度
L-30×30×3
FB-30×3 @900

側板
25

側板断面

仕　上

(断熱材)

20

120 100

C.B

樹種：杉　SOP塗装

カーテンレール

仕上ボード

回り縁

壁仕上

仕上ボード

回り縁

壁仕上

下張りボード

(仕上げボードのみの場合) (二重貼りの場合)

塩ビ既製品(V)廻り縁

１／２廻り縁（塩ビ）

8 4 8 4

V

見切縁

見 切 縁

適　用 ロックウール化粧吸音板、化粧せっこうボード

仕上ボード

塩ビ既製品

壁同材・同仕上

天井同材･同仕上

H

天井仕上げボードのみの場合も本図に準ずる

4

天井見切 １／５

見切縁

特記なき場合

壁同材・同仕上
壁立下りは特記なき場合

１／１０,１／５０天井開口補強標準図

補強寸法

Mﾊﾞｰ S及びW

補強ｷｬﾘﾝｸﾞﾁｬﾝﾈﾙ

伏図　　1/50

@910@910

MﾊﾞｰS

MﾊﾞｰW標準ｷｬﾘﾝｸﾞﾁｬﾝﾈﾙ 開口

C-60×30×10×1.6

2

FK ケイカル板 t=6 EP

t+12.52

t+12.5
2

シーリング 3×3

H

シーリング 3×3

12.5t

化粧鏡 t=6

GB-S シージング石こうﾎﾞｰﾄﾞt=12.5

耐水合板 t=12.5

化粧鏡 t=6

 SUS FB-2×15 バフ仕上げ

 SUS FB-2×15 バフ仕上げ

（タイルの場合t=13）

(タイルの場合t=19.5)

Ｆ－１４－１

１／２化粧鏡

FB枠取合部はシーリング詰とする(シール巾=5)

W･H寸法は各詳細図による

LGS下地

スラブ下 GW-B（暗色） １／１０

ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ 32kg/㎥品ガラスクロス巻き t50

グラスウール充填
(32kg/m3 ガラスクロス巻き)

デッキ
210210210210210 210

7
5

5
0

仕上ボード

壁仕上

１／２廻り縁（木製）

適  用 木製　ヒノキ製材　UC塗装

木製廻り縁

3
0

10

W

インサート

吊りボルト@900程度

L-30×30×3
FB-30×3@900スクリーン

アルミPL-1.0 曲げ加工 SOP

150

1
7
0

DR-12.5

GB-R 9.5

100

１／５スクリーンボックス

仕　上 SOP

見え隠れ鉄部はすべて防錆塗装とする(軽鉄下地を除く)

平面詳細図による寸　法

E.B

内部部分詳細図 その３
ー
ー

縮尺　A1:

図面番号
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設計番号 工事名称

図面名称

縮尺　A1:
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一級建築士 NO.

　　　A3:

20240631-3

272847

石井 康彦

公立大学法人

木下 隆嗣

一級建築士 NO.248486
構造設計一級建築士 NO.4009

工藤 征志

一級建築士 NO.334956
設備設計一級建築士 NO.4756高専開設準備局　総務・施設整備課

滋賀県立大学
新築工事(第３工区)
滋賀県立高等専門学校

１／５

DR9（下地ボード無）の範囲で埋込ダウンライト設置箇所すべて適用

30以上30以上
設備開口 埋込ダウンライト

（電気設備工事）

補強板

補強範囲

天井ダウンライト開口補強

（吸音ボード天井下地無し部）

GB-R t12.5補強板

[実習工場・実験室棟：89ヶ所]

仕　上

記入がなければ両端部とも同材側板付きとする

W=（120）                 H=（120）

見え隠れ鉄部はすべて防錆塗装とする（軽鉄下地を除く）

木製ブラインドボックス １／５

Ｃ－２２－１

樹種：杉SOP塗装

25W

H

1
0

2
2
5

開口補強材

L-30×30×3

FB-30×3 @900

吊りボルト @900程度

B.B

継目処理（平滑処理）
ジョイントコンパウンド

下張ボード

EP塗装の場合：

全面寒冷紗二重貼りの上、パテしごきEP塗装

（下地張り有り）
せっこうボード張り（天井）

1/5

継目処理 突付けＶ目地工法

仕上ボード 一般部：せっこうボード 厚9.5

仕上不燃の場合：不燃積層せっこうボード 厚12.5

仕上ボード

点検口：550×550

点検口ロック

C-1170-3(TAKIGEN)

ルーバー開口：550×555

　＊必要に応じて開口補強（C-38ｘ12ｘ1.2等）
点検口材料：600×600（参考）
　点検口フレーム

　　・点検口フレームストリンガー（L=750）　２本
　　・点検口下地（C-38×12×1.2 L=764）　２本
　点検口ロック
　　・C-1170-3（TAKIGEN）　内部用 ２個・外部用 ４個
　点検口ロック受け
　　・St, t=1.2（下図参照）　内部用 ２個・外部用 ４個
　点検口野縁ルーバー
　　・L=595　6本
　落下防止ワイヤー

　　・内外とも　1箇所

点検口ロック受け

点
検

口
下

地
材

：
7
1
4

点検口フレームストリンガー：800

点
検

口
ル

ー
バ

ー
：

5
4
5

5
5

ル
ー

バ
ー

開
口

：
5
5
5

150 150 150

38

3
0

27

3
0

2
7

38

20

5

点検口ロック受け　加工図

St, t=1.2
2-φ4.0

9

38

3
0

55 28

点検口ロック

C-1170-3
（TAKIGEN）

（
1
4
4
）

（
4
2
6
）

（
1
4
4
）

（
4
7
）

（
4
7
）

点検口野縁ルーバー

点検口フレームストリンガー

点検口下地

C-38x12x1.2

点検口部追加ストリンガー（必要部）

点検口部追加ストリンガー（必要部）

点
検

口
：

5
5
0
×

5
5
0

野縁ルーバー 点検口野縁ルーバー

野縁ルーバー

8

点検口下地

C-38x12x1.2

＊内部用は対角で２個所
　外部用は４個所

1
39

9

5

9 9

10

8
1
0 1
0

点検口ロック受け

点検口下地

C-38x12x1.2

点検口フレームストリンガー

１／５野縁ルーバー点検口（天井　野縁ルーバー部）

[体育館：73ヶ所]

（450ピッチ以内）

31

アンカー

中量用ピクチャーレール（安全荷重30kg）

ブラケット

2
5
.
5

31

ブラケット

（450ピッチ以内）

ボルト6φ＠450

補強材 3

RC壁 LGS壁

アルミ製 既製品（A-BE仕上）

ハンガー及びフックは各2ヶ所／1ｍ付

備　考

ピクチャーレール １／５

2
5
.
5

3

LGS下地

仕上ボード

P.R

St PL t=2.0 H=50
L=ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ長さ

5
0

A054

下地仕様 屋外においては、高耐食性鋼板仕様、耐風圧対応25型とする

150

50 100 50 100 50

150150

100

F
L
+

9
5

1
9

3
8

3
8

150

100

F
L
+

3
8

1
9

野縁ルーバー

スラブ下 GB-B なしの場合　1/10

野縁ルーバー

スラブ下 GW-B ありの場合　1/10

グラスウール充填
(32kg/m3 ガラスクロス巻き)

１／５・１／１０野縁ルーバー

F
L
+

3
8

1
9 野縁ルーバー　1/5

デッキ
210210210210210 210

7
5

デッキ
210210210210210 210

7
5

仕　上 野縁・野縁受・見掛け鉄部すべて：SOP塗装（耐火被覆範囲は除く）

ロールスクリーンボックス １／２０

ロールスクリーンボックス 38φ､樹脂製キャップ付(既製品)､取付ピッチ:1箇所/1.5m内外

内寸150H×150D×（開口Ｗ＋30）L

両端部　同材にて蓋付とする

ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾞﾎﾞｯｸｽ
仕上：ﾒﾗﾐﾝ化粧板
ﾗﾝﾊﾞｰｺｱ芯

R.B
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消火栓ボックスは設備工事とする

Ｗ－４３－２

10

2
0
0

D

GB-F21×2枚は耐火壁認定仕様とする

１／１０
消火栓ボックス

（埋込型　軽鉄防火区画の場合）

200 D

記入寸法は参考値とする

GB-F 21×2枚

送水管

GB-F 21×2枚

軽鉄下地消火栓ボックス手掛け

GB-F 21×2枚

消火栓ボックス

送水管

-60×30×10×2.3
開口補強材

-60×30×10×2.3
開口補強材20 20

W=900

2
0

2
0

H
=
1
2
0
0

専用ブラケット

消火器ケース

巾木

消火器ケース

専用ブラケット

消火器ケース

専用ブラケット
SOP塗装

開口補強金物
ネジ止め

5φトラスタッピン

300

1
9
2 7
2
8

A部詳細図 1/3 平面図 1/10

姿図 1/10 断面図 1/10

H

A部

補強とも

消火器収納ボックス（埋込） １／１０

備　考

取付位置・高さは巾木他との取り合いに留意の上、監督職員の指示による

消火器本体は設備工事とする

A-BE仕　上

GB-F21は耐火認定品 FP060NP-0007とする

GB-F21+21(防火区画の場合)

3
0
0

3
0

6
0

6
0

6
0

6
0

3
0

300

306060606030

仕様：床面誘導表示（位置）規格品

　　　ステンレス鋲 プラスチックビーズ付

※300角範囲（25ケ）を1とする。

3
0
0

300

22

1
2

適用 階段、風除室、エントランスホール

※風除室、風除室より外部、外構範囲は点字タイルとする

点字鋲 １／１０

（平面図表記）

配管バックＢ(大便器) １／２０

壁化粧板仕上げの場合 ：耐水合板 t12+メラミン化粧板 t3.0

ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t20　出隅、入隅R加工(R=3)

バック・側板

ライニング甲板

天板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t20
出隅R加工（R=3）

腰掛便器
（設備工事）

250

2
0

9
0
0

化粧面台とﾊﾞｯｸの取り合いは

ﾊﾞｯｸ

化粧面台

配管ﾊﾞｯｸＡに準ずる

壁掛大便器ｾｯﾄ専用ﾗｲﾆﾝｸﾞ

その他の壁仕上げの場合は、壁同材とすること

巾木 SUS PL-1.0加工　HL仕上

軽量鉄骨壁下地

5

PL-3.2×32 @300
ブラケット

取付補強材
ブラケット

1
2
0
0

150

PL-3.2×32 @300
L=350曲げ加工

下地、補強板

汚垂石ｔ6

600

ブラケット

5

共に耐水合板厚12

取付補強材
ブラケット

軽量鉄骨壁下地

軽量鉄骨壁下地

@300程度

SUS製ビス止め

配管バックＣ(小便器バック)

壁化粧板仕上げの場合 ：耐水合板 t12+メラミン化粧板 t3.0

ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t20　出隅、入隅R加工(R=3)

バック・側板

ライニング甲板

その他の壁仕上げの場合は、壁同材とすること

天板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t20
出隅R加工（R=3）

化粧面台とﾊﾞｯｸの取り合いは

化粧面台

配管ﾊﾞｯｸＡに準ずる

巾木 SUS PL-1.0加工　HL仕上

１／２０

巾木 H=60

小便器（設備工事）

内部部分詳細図 その４
ー
ー

9
0
0

目地底塗装(EP-G)

巾木 H=60

目地幅　2㎜

下地補強 衛生器具及び手摺の取付く箇所全面には補強を行うこと

巾木 SUS PL-1.0加工　HL仕上

配管バックＡ １／５･１／２０

化粧面台 ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t20　出隅、入隅R加工(R=3)(配管バックA)

バック・側板 壁塗装仕上げの場合：GB-S t12.5+FK t6の上ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t3

その他の壁仕上げの場合は、壁同材とすること

C-100×65×20×2.3@300程度

大便器の補強は専用補強（設備工事）SUS PL-1.2加工HL仕上(SUS配管バック)

D 特記なき限り、200

D

PL-3.2×32 @300
L=350曲げ加工

ブラケット

取付補強材
ブラケット

C-100×65×20×2.3

軽量鉄骨壁下地

@300程度

SUS製ビス止め

天板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t20
出隅R加工（R=3）

化粧面台

バック

5×5
MS-2

2
0

2

化粧面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t20

R=3

出隅Ｒ加工

目地底塗装

D

仕
上

面

化粧面台 S=1/5

C-100×65×20×2.3
@300程度

軽量鉄骨壁下地

1
,
1
0
0

200

15

1
,
1
0
0

ＳＫバック １／２０

ブラケット取付

LGS-65型

巾木 H＝60

坊主面

ポストフォーム

耐水合板 t12

補強材

タオル棚タオル棚

前板１
耐水合板t12の上

タオル棚 SUS既製品

巾木 SUS PL-1.0加工　HL仕上

出隅R加工（R=3）

巾木 H＝60

軽量鉄骨壁下地

設備工事

4
0
0

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板 t3

縮尺　A1:

図面番号

　　　A3:

設計番号 工事名称

図面名称

縮尺　A1:

図面番号
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20240631-3
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石井 康彦
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１／５トイレブース

4
0

ＳＫ・物入れ用片開き扉スクリ－ン端部 ジョイント

通常 非常解外開
ｽﾄﾛｰｸ15 ｽﾄﾛｰｸ35

3 DW2 3

DWSW

3

壁面マテ゛BW芯マテ゛

2
0

CWBWAW

8

20

E
W

40

非常時外開き対応ドア 非常時外開き対応ドア

内開きトイレ用扉 内開きトイレ用扉

3 DW1 3

DW

4
0

3 DW1 3

DW

4
0

2
0

20

4
0

8

非常時用表示付スライドロックHK

◇仕様表

項　目 部　材 材　料（板厚mm）

パネル 高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF)パネル表面材

芯　材 ペーパーコア

付属品

ロック

ヒンジ／SKヒンジ

天井レール

中心吊グレビティヒンジ／中心吊ヒンジ

目板／戸当り アルミ押出形材　<焼付塗装仕上>

その他金物 戸当り帽子掛けHG／引手HK

壁面レール／エンドカバー アルミ押出形材　<焼付塗装仕上>

ステンレス　0.8mm　<ヘアライン仕上>巾木／床レール

亜鉛めっき鋼板　1.2mm　<焼付塗装仕上>

巾木調整範囲：巾木H-10～巾木H+15

P
H

天井チリ調整範囲：20～30

6
0

40

C
H

2
5

25

3
5CL

FL

パネル詳細

天井下地建築工事

表面材

芯材

巾木

床レール

天井レール

壁面レール

壁面レール取付下地
建築工事

非常時用表示付スライドロックHK

中心吊グレビティヒンジ

カチットシステム

中心吊ヒンジ上部マグネットキャッチ

エンドカバー戸当り目板

非常時　　　　

非常時戸先目板

エンドカバー
中間レール;焼付塗装

小口；樹脂テープ貼り

引手HK

亜鉛めっき鋼板1.2t

戸先目板カバー

39

5
0

1
0

5
4
5

6
0

4
0

D
H

C
H

40

CL

FL

表面材

芯材

戸当り帽子掛けHG

下部小口防水テープ(PP)

付巾木：ステンレス0.8t HL

調整巾木：ステンレス0.8t HL

W DW

3 DW1 3

13 13 付巾木L 7 55

2
5

P
H

m
i
n
 
4
0

D
H

1
1
5

C
H

6
0

1
0

D
H

1
4

2

4
4

4.5

付巾木・フサギ材　詳細

特注ヒンジ詳細

特注ヒンジ

中心吊グレビティヒンジ

フサギ材：ステンレス1.5t HL

FL

W

付巾木

調整巾木 フサギ材

扉詳細

AW DW BW DW

CW

20

総Ｗ

C
H

6
0

2
5

P
HD
H

4
0

L
H L
H

EW

C
H

6
0

2
5

P
H

付巾木

フサギ材

1
0

フサギ材：ステンレス1.5t HL

4
4

[トイレ]

[エントランス、階段]

[廊下][廊下]

[SK]

[トイレ]

支　柱

強化ガラス

ＦＬ

8
5
0

上桟：FB-12×44

支柱：FB-12×44

上枠：　-1.2加工 20×15

シーリング 5×5

Ｐ

ガラス押え：

強化ガラス　8ア

(飛散防止フィルム張り)

FB-12×44(遠し)
アンカー：2-D13 L=300

シーリング 5×5
ガラス押え：

下枠：　-1.2加工 20×15Ｐ

衝突防止手摺 1/10

5

上　桟

上　枠

下　枠

W=1000

仕上：見え掛り鉄部SOP

補助手摺

化粧カバー

コーチスクリューネジ

補助手摺

化粧カバー

あと施工アンカー

4-M6

補助手摺

化粧カバー

はさみ固定式アンカー
4-M6

補強材

手摺補強詳細 １／１０

トイレブース等、補強が必要な部分への取付けに際しては、

トイレブース等メーカー及び手摺メーカーと充分協議を行い施工のこと

特　記

トイレブースの場合 RC壁の場合 軽鉄間仕切壁の場合

補強材

St PL t=2.0 
H100×W100

1
0
0

A055

AutoCAD SHX Text
消火器

AutoCAD SHX Text
44

AutoCAD SHX Text
2

AutoCAD SHX Text
14

AutoCAD SHX Text
60

AutoCAD SHX Text
50

AutoCAD SHX Text
10

AutoCAD SHX Text
60
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縮尺　A1:

図面番号

　　　A3:

設計番号 工事名称

図面名称

縮尺　A1:

図面番号

一級建築士 NO.

　　　A3:

20240631-3

272847

石井 康彦

公立大学法人

木下 隆嗣

一級建築士 NO.248486
構造設計一級建築士 NO.4009

工藤 征志

一級建築士 NO.334956
設備設計一級建築士 NO.4756高専開設準備局　総務・施設整備課

滋賀県立大学
新築工事(第３工区)
滋賀県立高等専門学校

1
0

天井補強　A １／５

インサート

吊りボルト 4本

L-30×30×3

PL-1.6

W×D

特記なければ W200×D200W×D

SOP

壁補強　B １／５

特記なければ W550×D280W×D

W
×

D

取付補強材
ブラケット

取付補強材
ブラケット

PL-3.2曲げ加工
SUS製ビス止め

ブラケット

軽量鉄骨壁下地

[壁掛PJ設置箇所：天井伏図による][天吊PJ設置箇所：天井伏図による]

2
0

2
5

102.5
30

36.5

3.2×3.0．L-70×70

@900以内

3.2×3.0．L-28×60

@900以内

アルミ枠

H

37

白板芯

UDメカ w2400

1
2
2
.
7

UDスライダ－メカ

横断面図

展開図 s=1／50 縦断面図

35

20

35

20

W 3600

アルミ枠

2
3
0

1
0
2
.
5

取付ピッチ 2445

UD標準メカ

H
 
1
2
0
0

2
5

2
0

4874.8

φ15.9 SUS

ブレ－キ操作ハンドル

アルミ粉受

115

F
L
+

U
D
メ

カ
 
h
5
0
0

1
5
0

5
0

5
0

2
5
0

φ15.9 SUS
ブレ－キ操作ハンドル

H
 
1
2
0
0

2
5
9

下限

上限

2
8
5

（UDメカ）

アルミ枠 平面白板

（樹脂）

W 3600

ピクチャーレール

フック付

平面白板

アルミ枠

ピクチャーレール

平面白板

M10×6

ダブルナット止め

補強スタッド100×50×20×2.3t
左右LGSに溶接

（建築工事）

UDメカ取付金具UDメカ取付金具

メカカバーメカカバー

白板Ａ・Ｂ（アルミ枠 ナノホワイト ピクチャーレール付）・掲示板A １／５

寸　法（W×H）実験室棟・室名 数　量 備　　考

W3600×H1200教室 1

教室 1

構造実験室 1

衛生環境実験室 1

階

1

電子黒板ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

W3600×H1200

W3600×H1200

W3600×H1200

白板A（スライド式）の場合

掲示板A（ﾏｸﾞﾈｯﾄ・ﾋﾟﾝ兼用）

仕　様

白板A（ｽﾗｲﾄﾞ式）

白板B（固定式）

白板B（固定式）

白板A（スライド式）の場合 白板A（スライド式）の場合 縦断面図 白板B・掲示板A（固定式）の場合

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ取付ﾌﾟﾚｰﾄ

取付用ﾌﾟﾚｰﾄ

ｺｰﾅｰｷｬｯﾌﾟ

（樹脂）
粉受ｷｬｯﾌﾟ

（樹脂）
粉受ｷｬｯﾌﾟ

寸　法（W×H）体育館・室名 数　量 備　　考

W3600×H1200廊下 1

階

1 掲示板A（ﾏｸﾞﾈｯﾄ・ﾋﾟﾝ兼用）

仕　様

A056内部部分詳細図 その５

10505
45 56040

1
3
0

3
2
01
5
0

6
0
0

50140050

8
0

3
7
0

1
5
0

6
0
0

1500

450 300

2
5

1
0
0

4
0
0

7
5

6
0
0

45 510 45

1500

1
0
0

3
9
5

2
2
0

2
5

1
0
0

7
5
0

1
0

2
0
0

1
0
0

100

750

止水栓目皿

1
0
0

100

45
855

5
0

W

350 300

1500

D

150

D

300 400

W

開き戸　ソフトクローザー機構付

配管立上り　Ｓ＝１／40

　４０Ａ　　　　　　　　　
　２０Ａ　　　　　　　　　

　Ｄ：排水　　　　　　　

　Ｗ：給水　　　　　
W

600 300
1200

1
3
0

3
7
0 D

300

1
0
0

6
0
0

50110050

8
0

3
7
0

1
5
0

6
0
0

1200

オレフィン系樹脂シート貼り積層合板 ｔ１８（Ｆ☆☆☆☆）
（色：黒）

台輪

附属品 （流し台A）縦型自在水栓（泡沫）　〈D51A2〉　１ケ

本体主材
流し ステンレス　ＳＵＳ－３０４　ｔ１．０

深さ　２００ｍｍ　ステンレストラップ、目皿付
開戸把手 亜鉛ダイカスト製　（色：シルバー）

本体色：ホワイト DW9

低圧メラミン化粧パーチクルボード　ｔ１８（Ｆ☆☆☆☆）

10505
45 56040

600

2
5

1
0
0

4
0
0

7
5

6
0
0

45 1110 45

1200

1
0
0

4
0
0

2
0
0

4
5

1
0
0

7
5
0

5

2
0
0

1
0
0

100

600

5
0

名室 台数階棟

1台プラズマラボ1階実習工場・実験室棟

1台材料ラボ1階実習工場・実験室棟

1台建設ラボ1階実習工場・実験室棟

1台構造実験室1階実習工場・実験室棟

1台熱力学実験室1階実習工場・実験室棟

1台機械力学実験室1階実習工場・実験室棟

1台制御工学実験室1階実習工場・実験室棟

１／２０流し台Ａ・Ｃ

流し台Ａ平面図

1台

名室 台数階

機械工場1階

棟

実習工場・実験室棟

配管立上げ許容範囲 配管立上げ位置囲

流し台Ａ

流し台Ｃ

流し台Ａ姿図

（流し台B）壁付折りたたみ水栓　１方口(吐水口回転角度 360°)2ケ

流し台Ｃ姿図

流し台Ｃ平面図

地板取り外し可

流し台Ａ・Ｃ

配管立上げ許容範囲 配管立上げ位置囲

流し台Ａ 流し台Ａ 流し台Ｃ 流し台Ｃ

地板取り外し可

2台衛生環境実験室1階実習工場・実験室棟

1台衛生環境解析室1階実習工場・実験室棟

2台水理実験室1階実習工場・実験室棟

1台流体工学実験室1階実習工場・実験室棟

2台構造材料実験室1階実習工場・実験室棟

1台土質実験室1階実習工場・実験室棟

2台材料力学実験室1階実習工場・実験室棟

1台水中養生室1階実習工場・実験室棟

1
7
0

天端笠木：St□-50*50*1.6 SOP

1
1
2
0

1
1
2
0

FL

100

1
2
9
0

3
7
0

3
7
0

3
2
0

6
0

StPL-9*110通しSOP

横桟：St□-25*25*1.6 SOP

支柱：St□-50*50*1.6@1000 SOP

塗膜防水

１／２０落下防止手摺

4-M12

25

H
=
図

示

@
 
5
0
0

@
 
5
0
0

W

1

2

蓋
受枠

防水モルタル塗り

コーナーR付き

(水勾配 1/200)

蓋

受枠

受枠

蓋

グレーチング蓋 ステンレスSUS304製既製品　グレーチング蓋（細目ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾌﾟ）

受枠 受枠タイプはメーカー仕様による

排水溝A １／１０

W+50

溶接用アンカ－

溶接

差筋9φ程度＠500

115

塗床：床材同仕上げ

H

2
5

寸法 W=   200  、　H=   150 （実習工場・実験室棟内 実験室用）

[実習工場・実験室棟　実験室] [実習工場・実験室棟　実験室]

洗面カウンター １／２０

前　板 ﾌﾗｯｼｭﾊﾟﾈﾙ厚15 ﾒﾗﾐﾝ化粧板張り（裏面ポリ合板）ｹﾝﾄﾞﾝ式

台　輪 木下地の上SUS.PL-2.0 HL

600

7
0

6
7
0

6
0

5
0

W

化粧鏡

C
H
=
2
,
5
0
0

8
0
0

化粧鏡

天板

天　板 人造大理石 厚20 一体加工 洗面ボウル用穴あけ加工

下地耐水合板厚12

専用ブラケット　既製品

化粧鏡 別図による

下地材は適宜見込むこと。

耐水合板 厚12

ﾌﾞﾗｹｯﾄ
（既製品）

前板

台輪 42535

台輪 前板

天板

W450×H1650

化粧ケイカル板

部

端部入隅・下端：アルミ製コ型ジョイナー
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縮尺　A1:

図面番号

　　　A3:

設計番号 工事名称

図面名称

縮尺　A1:

図面番号

一級建築士 NO.

　　　A3:

20240631-3

272847

石井 康彦

公立大学法人

木下 隆嗣

一級建築士 NO.248486
構造設計一級建築士 NO.4009

工藤 征志

一級建築士 NO.334956
設備設計一級建築士 NO.4756高専開設準備局　総務・施設整備課

滋賀県立大学
新築工事(第３工区)
滋賀県立高等専門学校

１／２０生徒用実験台

質量

寸法

  生徒用実験台

W3600×D900×H700(760)<800>mm

161(165)<166>kg

天板

ｾﾌﾃｨｰｴｯｼﾞ  t3mm  ﾎｯﾄﾒﾙﾄ接着

樹脂ｼｰﾄ  t0.45mm  ﾎｯﾄﾒﾙﾄ接着  F☆☆☆☆

ﾕﾆﾎﾞｰﾄﾞ ﾋﾟｭｱHi t18mm  F☆☆☆☆本体

台輪

水栓

陶器流し B-13

ｺﾝｾﾝﾄ

2

2

2

脚見付･FIX

ｳﾚﾀﾝ塗装(水性)  F☆☆☆☆            U-200色

厚さ

ｴｯｼﾞ､ｺｰﾅｰ

AC:100V 2口ｱｰｽﾀｰﾐﾅﾙ付

ｴｯｼﾞ

ｴｯｼﾞ

ﾕﾆﾎﾞｰﾄﾞ ﾋﾟｭｱHi t18mm  F☆☆☆☆(10色より選択可)

t45mm

樹脂成型ｴｯｼﾞ(L面R形状)､樹脂成型ｺｰﾅｰ

折りたたみ化学水栓  2口  B-14(逆止弁付/寒冷地用)

2床固定ｱﾝｸﾞﾙ

※ﾕﾆﾎﾞｰﾄﾞ ﾋﾟｭｱHi:VOC低減･抗菌機能付

樹脂成型品  B-1

(ｶﾞｽ栓:設備工事)

(ﾊﾟｳﾀﾞｰｸﾞﾚｰ:U-160)

ｹﾐﾌｪｲｽ  ﾌﾞﾗｯｸ

※流しﾌﾀ STF-1-C(別売)が装備可能です｡

D
W
D

G
AC

G W

4
5
0

4
5
0

1800 1800

1
5
0

100 50

50

     100

配管立上り位置平面図  S=1/20

ｾﾌﾃｨｰｴｯｼﾞ
ｾﾌﾃｨｰｴｯｼﾞ

分割可能

3600

FIXﾊﾟﾈﾙ(取り外し可)
工事ﾌﾀ
(取り外し可)

3600

200 100 1200 600 1200 100 200

6
0

1
2
0

1
8

6
0

300

陶器流し
3
6
8

1
6
4

3
6
8

15355301535

7
0
0
(
7
6
0
)
<
8
0
0
>

900

9
0
<
1
3
0
>

5
6
5
(
6
2
5
)

4
5

175 550 175

    20     20A

18564  18

製造年月日ｼ-ﾙ

ｶﾞｽ栓穴  ∅25

ACｺﾝｾﾝﾄ ACｺﾝｾﾝﾄ

R53
0

天板:ｹﾐﾌｪｲｽ

AC

W
D
G

2×15A型

ｶﾞｽ種

2×40VP/50VP
2×15A型
15A-100V

配管(床上90mm以内)

4

1
2
3

ﾊﾟｳﾀﾞｰｸﾞﾚｰ   (U-160)
ﾌﾚｯｼｭﾌﾞﾙｰ    (U-245)
ﾌﾚｯｼｭﾛｰｽﾞ    (U-244)
ｸﾞﾘｰﾝ        (U-90)

脚見付･FIXﾊﾟﾈﾙ色

8

5
6
7

9
0

ﾘﾘｰﾋﾟﾝｸ      (U-20)
ﾌﾞﾙｰ         (U-33)
ｲｴﾛｰ         (U-93)
ｿﾌﾄｸﾞﾘｰﾝ     (U-206)
ｷﾝﾀﾞｰﾌﾞﾙ     (U-85)
ｵｰｸ          (H-892)

900

  50 800 50

AC
ｺﾝｾﾝﾄ

300

400

  100 100

補強:ｱﾙﾐLｱﾝｸﾞﾙ

H30×D30  t3

300

560

A部  断面図

7
0
0
(
7
6
0
)
<
8
0
0
>

<
1
3
0
>

9
0

5
6
5
(
6
2
5
)

4
5

化粧ｷｬｯﾌﾟ付

ﾋﾞｽ止め

ﾌﾀ浮上り防止用ﾌﾟﾚｰﾄ受け

※天板裏取り付け

ﾌﾀ受け:ｽﾃﾝﾚｽ

(sus304  t1.0)

工事ﾌﾀ

(取り外し可)

補強:ｱﾙﾐLｱﾝｸﾞﾙ

H30×D30  t3

ﾋﾟｭｱHiｼ-ﾙ

FIXﾊﾟﾈﾙ

(取り外し可)

1
5
0

ｾﾌﾃｨｰｴｯｼﾞ
ｾﾌﾃｨｰｴｯｼﾞ

ｾﾌﾃｨｰｴｯｼﾞ ｾﾌﾃｨｰｴｯｼﾞ

ｾﾌﾃｨｰｴｯｼﾞ

ﾋﾟｭｱHiｼ-ﾙ

A057内部部分詳細図 その６



縮尺　A1:

図面番号

　　　A3:

設計番号 工事名称

図面名称

縮尺　A1:

図面番号

一級建築士 NO.

　　　A3:

20240631-3

272847

石井 康彦

公立大学法人

木下 隆嗣

一級建築士 NO.248486
構造設計一級建築士 NO.4009

工藤 征志

一級建築士 NO.334956
設備設計一級建築士 NO.4756高専開設準備局　総務・施設整備課

滋賀県立大学
新築工事(第３工区)
滋賀県立高等専門学校

Ｗ－１３－１打増し寸法は記入がなければ外部20mm、内部10mmとする

コンクリート 打放し仕上げ １／５

・ A種標仕表6.2.4 ・ B種 ・ C種

施工箇所

（打増し）

図示による 図示による

20

1
5

打継面

2
0

１／２
外壁水平打継目地

（コンクリート外壁）

Ｗ－２３－１

・浅目地

20

1
5

2
0

・深目地

10 10

増打 増打

シール部：プライマーの上

コンクリート
打継面
コンクリート

1
0

1
0

スラブ天 スラブ天

適　用 特記なき限り深目地とする

シーリング

シーリング

外壁仕上げ塗り

Ｗ－２３－２

誘発目地
１／２

（コンクリート外壁）

20

2
0

20

壁配筋

目地配置

耐力壁

手摺壁等

鉄筋コンクリート標準図による

柱部分を避け、3.0ｍ以下の間隔に設ける

構造耐力壁には屋内側目地は設けない

両側共外部となる場合は目地は天端まで設け、シーリングのこと

2
0

シーリング

打増し

壁
 
厚

外　部

15
ボンドブレーカー

3
2

6060以上

A=150

接着止め
すべり止め　塩ビ

D

SUS304

SUS304

＠1,000内外

つかみ金物(縦樋) １／５

詳細位置は現場調整とする

ECP板 t60

耐火目地材の上
シーリングの上
プライマー＋外壁塗装

縦どい支持金物
L-65×65×8（L=150）

FB-9×50 @1000程度

縦どい支持金物仕上 鉄部溶融亜鉛めっきの上､DP塗装

@1000程度、

縦どい(外部)：アルミ製バンドレスタイプ

緩衝材
接着剤張り

縦どい（垂れ流し部） １／１０

緩衝材 床タイル　（300角）

シーリング

適用 桝接続しない箇所に適用

伸縮目地

1
5
0

2
5

100100

75 75

W×L

RSL

RSL水下

7
0
0
以

上

基礎天端合せ

シーリング

ゴムアスファルト系シーリング
防水押え金物

（アルミ製）

防水（塗膜防水）

成形緩衝材

立上り：アスファルト防水

（
水

下
）

600内外
300

水切目地20×20

機械基礎D（屋外） １／２０

塗膜防水

配筋は構造図による

防水材

配  筋

断熱材t=35
（断熱材吹付け）

アンカーボルト(構造図による)

防水モルタル金ごて押え

鉄骨材（構造図による）

H

W×L

200

１／２０
機械基礎C（外部）

Ｆ－６２－２

H

（防水保護コンクリート一体型）

10

配筋

平面・縦、出隅面取りコンクリート直均し仕上

成形伸縮目地材

水平仕上面

タテヨコ共D10 @200

基礎の水上側に水溜りが生じぬよう、雨水排水に配慮する。

特記なき場合は200ｍｍ

水
上

側

耐火目地材の上 ｼｰﾘﾝｸﾞ

2
2
5

20

(
　

)

20
9

縦どい支持金物
L-65×65×8(L=150)@1000
FB-9×50 @1000程度

耐火目地材の上 ｼｰﾘﾝｸﾞ

2
2
5

設備配管支持部材

(設備工事)

設備配管支持金物
L-65×65×8(L=150)@1000
FB-9×50 @1000程度

20 20
9

(　
)

縦どい及び設備配管支持金物 １／１０

適　用 ECP外壁に取付く､縦どい及び設備配管等のECP貫通部の全てに適用

寸　法 (　)寸法は現場調整とする

仕　上 鉄部溶融亜鉛めっきの上､DP塗装

柱（柱が最寄りにない場合は支持部材） 柱（柱が最寄りにない場合は支持部材）

外壁：ECP板 t60 外壁：ECP板 t60
プライマーの上、外壁塗装

プライマーの上、外壁塗装

１／５RC出隅部(外部)

増
打

2
0

増打20

20 15

1
5

コンクリート打継面

2
0

20
シーリング

増打

ボンドブレーカ－ ボンドブレーカ－

シーリング
プライマーの上
仕上塗り

プライマーの上
仕上塗り

2
0

横目地 縦目地

１／２
の仕上げ

打継目地・誘発目地

屋上丸環

Ｒ－１５－１

１／１０

ステンレス製（SUS304）　FB-9×65　研磨仕上げ

丸  環 ステンレス製（SUS304)　 19φ　研磨仕上げ

丸環受け金物

丸環受け金物は、水勾配のため先端を5㎜以上下げる
取付位置 誘発目地を避ける

注）パラペットあごの厚さ（高さ）は一般より厚くなる。

80
丸環

20

か
ん

ざ
し

筋
長

さ
　

6
0
0

かんざし筋　2-D13

補強筋 2-D10

丸環

丸環受け金物

パラペット部配筋
（構造図による）

シーリング

1
5
0
以

下

（ひび割れ誘発目地)

2
2
0

220 80 30

1
2
0

1
1
0

1
1
0

330

丸環

かんざし筋

丸環受け金物

2-D13

シーリング

補強筋
2-D10

1
2
0

シーリング

笠木巾

笠木材質・仕上

ECP外壁のパラペット
(アルミ製笠木　既製品）

１／１０

Ｒ－３１－３

二次防水ガスケット

特記なき限り　400

アルミ製 B-2種

18060 105

アルミ笠木(既製品)

層間ふさぎ

シーリング シーリング

アルミプレート t0.5 (捨て笠木)

１／２０

(水下)

パラペット及び屋上仕上（アスファルト露出断熱防水）

(水上)

120

1
7
0

3
0
0
以

上

パラペット笠木に目地(巾10@2000程度)を設け、シーリング

断熱材

仕　上 笠　木

材充てんとする。

コーナークッション

排水溝W500 防水モルタル
（厚40以上とする）

モルタル

断熱材 t35

アスファルト防水層

防水（塗膜防水）

3
5

パラペット形状は、矩計図による

防水材 塗膜防水

溶接金網 2.6φ×50角

断熱材 t35

コンクリート直均し仕上

ポリスチレンフォーム厚35

又は成形材

防水押さえ金物
（アルミ製）

ゴムアスファルト系シーリング

※

160

20

180 10010560

塗膜防水アルミ笠木

屋上丸環

断熱材 t35（断熱補強）断熱材 t35
縦どい

ECP板 貫通処理

横引き型ルーフドレン（特記なき場合は125A）

砂付きｽﾄﾚｯﾁﾙｰﾌｨﾝｸﾞ増し張り

モルタル
又は成形材

脱気筒 70～80㎡ごとに1箇所

5
0

Ｒ－３１－１

横引き型ルーフドレン

500

１／１０

H
1

(
標

準
1
0
0
）

180 105

60

(
6
0
)

シーリングの上

ECP板 t60

横引き型ルーフドレン

排水溝W500 防水モルタル
（厚40以上とする）

断熱材 t35（断熱補強）

縦どい(ｱﾙﾐ製ﾊﾞﾝﾄﾞﾚｽﾀｲﾌﾟ)

特記なき場合は125A

特記なき場合は125A

水勾配

アスファルト露出断熱防水

断熱材 t35

耐火目地材の上

プライマー＋外壁塗装

ECP貫通部：

排水管（SGP）

水勾配（1/75）

断熱材 t35
シート防水A

デッキプレート
C-100×50×20×2.3（大梁上部）

3
5

5
0
5
0

補強鋼板 t1.0

100 100

１／１０屋根頂部補強

注記 屋根ｽﾁｰﾙデッキの隙間は断熱材＋シート防水が施工

できるよう補強鋼板PL t1.0　W=100＋100を見込むこと

[体育館]

注記

屋根－軒樋廻り詳細図 １／２０

屋根ｽﾁｰﾙデッキの隙間は断熱材＋シート防水が施工できるよう補強鋼板PL t1.0　W=100＋100を見込むこと

内部鉄部：錆止塗料の上、DP塗装、外部鉄部露出部：錆止塗料の上、DP塗装

構造部材は構造図による

500

1
0

5
9
0

1
0

7
4
0

6
0

5
9
0

5
5

150

500

ECP芯

アルミ笠木

350

595

ECP芯

軒樋

FK8＋塗装C

ECP板横張りの上

塗装A,C（ランダム塗分け）

ECP板横張りの上

塗装A,C（ランダム塗分け）

154

8060

301

350

GB-R-H9.5の上EP

6
5

5
6
9

梁天(水上)=1FL＋8,585mm

1
4
0

RW充填 t10

265

建物高さ

3
2
5

軒高

断熱材 t35

シート防水A

デッキプレート

C-100×50×20×2.3（大梁上部）

3
5

5
0

5
0

断熱材t=35

木毛セメント板の上EP

機械設備工事

木製見切枠

3
5

75

4
0

1
8

1
0

スチール見切　1/10

目透かし 5ミリ

断熱材 t35

シート防水A

構造用合板 t18

C-100×50×20×2.3(上下共)

笠木下部：補強鋼板 t1.0 W=260の上、シート防水A

(天井軽鉄下地)

軒樋

t25×D265 EP塗装

L-50×50×5 ×2
補強鉄板 t1.0 D150

(350) アルミ笠木

シーリング

60

特殊ウレタンガスケット

35

L-50×50×6(通し)

C-100×50×20×2.3(上下共)

18

構造用合板t=18

補強鉄板 t1.0 D=260

笠木下部：

断熱材t35の上,シート防水A
Ｚクリップ

笠木詳細　1/10

[体育館]

シート防水Aの上、
 鼻先金物下地 PL-1.6(L-200×60)

L-65×65×6(通し)

スチール見切の上 塗装C

L-50×50×5 ×2
谷樋下地材：

勾配1/150以上

L-50×50×6(通し)

レベル調整材：
C-100×50×20×2.3(L=300)@450

廻り縁：アルミ廻り縁ユ型　F-BE 25×9.7 （目地8、返し見つけ4)

9
.
5

アルミ廻り縁　1/5

25

4

アルミ廻り縁

外部部分詳細図 その１
ー
ー

A058



材　質 ステンレス部は全てSUS304とする

200

3
5
0

3
5
0

A部

153
5
0

1
2
0

@1200

400

2
0
0

A
400

8
8
0

ふた付

500

ローレット加工 1
3
0

7
0

SUS 38φ

SUS 22φ

SUS FB-6×50

SUSボルト
M10×35

SUS 38φ×2.0
SUS 22φ

打抜きの上溶接

あと施工アンカー
Ｍ-12

ステンレス製タラップ
（高所点検用）

１／２０

Ｖ－１１－１

踏板

踏　板 ステンレスエキスパンドメタル張

1
0
0
0

8
8
0

8
0

二重ナット締
化粧ナット

165

1
6
5

シーリング

断熱材
下地防湿層

目つぶし砂 t=30程度
再生クラッシャラン、
切込砂利又は切込砕石

外周地盤

土間コンクリートの場合

・屋根が断熱防水の場合

断　面　1/50

捨てコンクリート

断熱補強範囲 １／２０、５０

Ｖ－４１－１

(
3
0
0
)

(
4
0
0
)

(
3
0
0
)

(300)

(300) (300)(300)

コンクリート梁

コンクリート壁

屋上基礎等

断熱材

土間コンクリート

断熱材

断熱材
梁 コンクリート

ブロック壁

土間床版

コンクリートブロック壁
柱

コンクリート壁

断熱材

(ポリエチレンフィルムt=0.15以上)

コンクリート壁

屋上基礎等

断　面　1/50

ブロック壁

平　面　1/50

土間床版の場合

1/20

断熱材の材質、厚さ

本図は、断熱補強範囲を示す

図示による

すべての基礎梁側面には、断熱補強＋防湿層をスラブ下からH400まで立下げとする

縮尺　A1:

図面番号

　　　A3:

設計番号 工事名称

図面名称

縮尺　A1:

図面番号

一級建築士 NO.

　　　A3:

20240631-3

272847

石井 康彦

公立大学法人

木下 隆嗣

一級建築士 NO.248486
構造設計一級建築士 NO.4009

工藤 征志

一級建築士 NO.334956
設備設計一級建築士 NO.4756高専開設準備局　総務・施設整備課

滋賀県立大学
新築工事(第３工区)
滋賀県立高等専門学校

3
5
0

3
5
0

@
3
5
0

7
0

3
5
0

1
0
0

120以上200

400

ステンレスSUS304 22φ
ローレット加工

SUSタラップ
（打込み型）

１／２０

Ｖ－１１－４

材　質 ステンレス部は全てSUS304とする

1
,
8
5
0

FL-1,850

梁巾

通気管 100φ

連通管 150φ

人通孔 600φ

通気管 100φ

連通管150φ

人通孔 600φ

（半割り）

2
0
0

人通孔・連通管・通気管 １／３０

備　考 人通孔の箇所はピット平面図による

[ピット］

連通管、通気管は各スパン２ヶ所とする

補強詳細は構造図による

ピット床レベル

（半割り）

1FL
打込手摺 SUS22φ×400

120以上
200

打込タラップ（両面）

 SUS22φ×400

サクションピット

図示

200 200

5
0

サクションピット １／１０

備　考 位置はピット伏図による

[ピット］

図
示

詳細位置は設備との調整による

寸　法 特記なき場合は500×500×H500

Ｗ－４１－１

地中外壁貫通孔

1
0

１／５

外部 内部

水中ボンド、シーリング材及び充てん材は設備工事とする

貫通スリーブ内部は防錆塗装とする

充てん材は、記入がなければ麻製（縒り線状）厚23mm以上とする

貫通スリーブ鋼管
（ＳＴＫ鋼管）

シリコーン系シーリング材

充てん材

水中ボンド

貫通パイプ

フランジ PL-3.2

5
0

両面連続隅肉溶接

シリコーン系シーリング材

GLより下部の地中外壁貫通部すべて適用

設備取り付けパネル取り合い

外壁鉄骨等貫通部取り合い部

設備取り付けパネル

室内 外部

ｺｰｷﾝｸﾞ（四周）

設備配管等

パネル：ｽﾁｰﾙPL 厚1.6 DP塗装 裏面断熱材吹付

水切：ｽﾁｰﾙPL 厚1.6 DP塗装

ECP板の開口補強
断面形状は開口ｻｲｽﾞによる（四周）
内装仕上げがある場合はSOP塗装
未仕上げ室の場合は錆び止め塗装のままとする

外壁:ECP板 t60

25

b
+
1
0
0

2
5

2
5

2
5

2
5

b

2525 a 25 25

a+100

溶接

25

ｺｰｷﾝｸﾞ（四周）

裏面ﾛｯｸｳｰﾙ充填
梁とｽﾁｰﾙPLを溶接

3
0

3
0

水切 ｱﾙﾐ 厚2.0 曲げ加工 B-2種

水切 ｱﾙﾐ 厚2.0 曲げ加工 B-2種

50

3
5

50

3
5

特記なき限り鉄部全て溶融亜鉛めっき処理の上、DP塗装とする

パネル

１／１０

仕　　上

ECP板、ALC板の外壁を貫通する部分すべてに適用適　　用

外壁ECP板
60

60

t60 ｽﾁｰﾙPL 厚1.6
DP塗装

四周シーリング
一体水切：
ｽﾁｰﾙPL 厚1.6
DP塗装

１／１０

1
0

10560

層間塞ぎ(RW充填80kg/m3)

埋込金物：

L-50×50×6(通し)

[-100×50×5×7.5 @900

シーリング

Ｚクリップ

硬質パッキング

特殊ウレタンガスケット

上部
ECP板横張り

アルミ笠木

屋上丸環

外壁：ECP板横張りの上
外壁塗装

シーリング

ｽﾁｰﾙFB-65×6 L=120　@900

１／１０

長さ

長
さ

15

195 60

RW充填

シーリング

ガスケット

[-75×40×5×7 @900

Zクリップ

重量受金物 3段毎 L-40×23×5

L-50×50×6(通し)

コーナー部
ECP板横張り

※ボルト1か所溶接固定

特殊ウレタン断熱材 t35

外壁：ECP板横張り
外壁塗装

１／１０
間柱部

ECP板横張り

15

特殊ウレタンガスケット

断熱材 t35

RW充填

ｼｰﾘﾝｸﾞ

Zクリップ

重量受金物 3段毎 L-40×23×5

L-50×50×6(通し)

PL-6×100 @900

間柱（H-125×125）構造図による

外壁：ECP板横張り
外壁塗装

PL-6×100 @900

耐火被覆 平面詳細図および矩計図に図示された範囲の

外壁ECP板を支持する間柱･梁･下地材とも耐火被覆(1時間)t25を行う

耐火被覆(1時間)t25

１／１０
下部

ECP板横張り

15
ウレタン樹脂焼付塗装

シーリング

水抜きパイプ
シーリング

硬質パッキング

埋込金物：

L-50×50×6、L=100 ピース＠600
L-50×50×6(通し)
特殊ウレタンガスケット

Zクリップ

硬質パッキング

外壁：ECP板横張り
外壁塗装

180
20

2
0 110

コンクリート腰壁

断熱材 t35

ｽﾁｰﾙFB-65×6 L=120 @600

ｱﾙﾐ t1.0 曲げ加工
外水切り：

耐火被覆 平面詳細図および矩計図に図示された範囲の

外壁ECP板を支持する間柱･梁･下地材とも耐火被覆(1時間)t25を行う

耐火被覆（1時間）t25

L-50×50×6（通し）

ロックウール充填

L-100×100×10（金属工事）

30 (500)

30は
ね
だ
し
6
0
0
以
下

1
5

E
C
P
長
サ

E
C
P
長
サ

60

層間塞ぎ(RW充填80kg/m3)

L-65×65×6L=100@600

高性能ウレタンガスケット（横）

耐風梁　耐火被覆t25

L-65×65×6（通し）

シーリング

内水切PL0.4ｔ

高性能ウレタンガスケット（縦）

ECP板横張り　横目地部詳細 １／１０

外壁：ECP板横張り
外壁塗装

外壁：ECP板横張り
外壁塗装

耐火被覆（1時間）t25

耐火被覆（1時間）t25

配管取出し部

Ｒ－４１－１
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Zクリップ

硬質パッキング

特殊ウレタンガスケット

硬質パッキング

L-50×50×6(通し)
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外壁ECP板を支持する間柱･梁･下地材とも耐火被覆(1時間)t25を行う
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